
［成果情報名］組織培養と PCR 検査を利用した四季成り性イチゴの苗生産と管理 

［要約］四季成り性イチゴの生長点からカルスを経由せずに組織培養で増殖した培養苗に、

形質が変化した培養変異株が混入している可能性は低い。品種識別の PCR 検査を行うこと

により、順化後も培養苗の異品種混入を防止できる。 
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［背景・ねらい］ 組織培養による大量増殖技術は、ランナーの発生が少ない四季成り性イチ

ゴ品種にとって、苗生産の有効な手段として期待できる。そこで、これまでに普及してい

るイチゴの組織培養技術に、四季成り性イチゴに必要な組織培養技術を加え、さらに PCR
検査を利用して大量増殖で懸念される培養変異や、異品種混入の防止方法を検討する。  

［成果の内容・特徴］ 

１．四季成り性イチゴはランナーの発生時期が短い。ランナーが無い時期には腋芽の生長

点を材料とすることで、常時、ランナーからの生長点と同様にカルスを経由せずに、

植物培養系へ導入できる（図１）（千葉ら 2009）。 
２．液体組織培養で大量増殖した培養苗 7,770 株に対し、培養変異による形質変化の有無

を調査した結果では、外観で判断できる矮化株等変異株は見られない（表１）。AFLP
法のゲノムスキャニングによる PCR 検査では、培養変異による DNA 変異（図２A、

表２）は、最大で 0.7％である（表２の「サマードロップ」サンプル３で 582 本の増

幅断片当たり 62、76、88、94 塩基長の４本）。この DNA の変異は、形質調査で変異

が無いことから、サイレント突然変異（非形質型の突然変異）である。  
３．DN イージープラントミニキット（キアゲン社）によりイチゴのゲノムを抽出し、イ

チゴ品種識別用 DNA マーカー（國久ら 2005）による PCR 検査を行うことで、順化後

も四季成り性品種間の異品種混入を防止できる（図２B）。  
［成果の活用面・留意点］ 

１．四季成り性イチゴの組織培養を利用した増殖や苗管理等に活用する。 
２．大量増殖に用いる母株は定期的に更新する。 
３.イチゴのゲノムを抽出する際、RNA 分解酵素を処理しなければ、ウイルスフリー株を

確認する PCR 検査（板橋ら 2009）も本ゲノム抽出液を用いて行える。  



図２ キャピラリー電気泳動とアガロース電気泳動  
A．AFLP 法によるイチゴ「デコルージュ」の母株と培養苗の多型比較  

   プライマー対は EcoRI-AT と MseI-CAC。矢印 59 塩基は培養苗に特異的な増幅断片。  
B.イチゴ品種識別用 DNA マーカーAPX-MluI と MSR-AluI により識別した電気泳動写真  

レーン：Ｍ；サイズマーカー、１；「なつあかり」、２；「デコルージュ」、３；「サマーキャンデ

ィ」、４；「サマードロップ」。A と AB は遺伝子型。  

図１ イチゴの腋芽からの幼植物の再生  
置床後 15 日後。培養容器は直径 25mm、

高さ 118mm の管瓶。MS 培地。写真の品

種は「サマーキャンディ」。 

表１　液体組織培養により増殖したイチゴ培養苗の

　　　培養変異の有無

インビトロ 定植後

１区 ２区 所内ほ場 現地ほ場 合計

品種
* DE DE DE,NA, SD

SC,SD

BA濃度 0.03 0.06 0.03 0.03

（ppm)

調査方法 生育 生育 生育調査 達観調査

調査 調査 収量調査 聞き取り

調査株数 927 643 700 5,500 7,770

観察された 　 　 　

変異株数 0 0 0 0 0

*:DE:｢デコルージュ｣、NA:｢なつあかり｣、

　SC:｢サマーキャンディ｣、SD：｢サマードロップ｣。

培養した苗を直接定植して調査した。

（宮城県農業・園芸総合研究所） 

デコルージュ サマードロップ

プライマー対 母株の増幅 母株と培養苗の多型（塩基長） 母株の増幅 母株と培養苗の多型（塩基長）

断片数 ｻﾝﾌﾟﾙ1 ｻﾝﾌﾟﾙ2 ｻﾝﾌﾟﾙ3 断片数 ｻﾝﾌﾟﾙ1 ｻﾝﾌﾟﾙ2 ｻﾝﾌﾟﾙ3 ｻﾝﾌﾟﾙ4 ｻﾝﾌﾟﾙ5

EcoR I-AA Mse I-CAC 135 155
＋

なし 92
－ 139 なし なし 88

－
92

＋
なし

EcoR I-AC Mse I-CAC 95 なし なし なし 104 102
－

なし 62
－
，76

－
なし なし

EcoR I-AT Mse I-CAC 69 59
＋

なし なし 78 なし なし 94
－

なし なし

EcoR I-AA Mse I-CTT 122 なし なし なし 78 なし なし なし 5７
－

5７
－

EcoR I-AC Mse I-CTT 116 なし なし なし 105 なし なし なし なし なし

EcoR I-AT Mse I-CTT 66 なし なし なし 78 なし 92
－

なし なし なし

増幅断片の合計（変異率:%） 603 2(0.3) 0(0) 1(0.2) 582 1(0.2) 1(0.2) 4(0.7） 2(0.3) 1(0.2)

＋：増幅断片が培養苗にあり、母株にない場合。　－：増幅断片が母株にあり、培養苗にない場合。　なし：多型なし。

1サンプル当たり５～10本の培養苗のDNAをバルク化して分析した。

［具体的データ］                             

 
 
 
 
 
 

 
    

 
 
                       
 

表２ AFLP 法によるゲノムスキャニングを用いた母株と培養苗の多型比較  
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